
午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

戸田議員。

〔戸田議員質問席へ〕

○戸 田議 員 会 派自 由 創政の 戸田 隆次 でござ いま す。本 定例 会に

当た りま して、 大要 ３ 点、空 き家 対策 につい て、 日野橋 につ いて、

道の 駅に ついて 質問 し てまい りた いと 思いま す。 よろし くお 願い

したいと思います。

ま ず初 めに、 空き 家 対策に つい て質 問して まい りたい と思 いま

す。

空 き家 が多数 、市 内 には散 見さ れる とこで ござ います けれ ども、

空き家の現状についてまず伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空き家 の現 状に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 市内 の空き 家の 数 及び推 移に つき まして は、 総務省 統計 局が

５年 ごと に実施 して お ります 住宅 ・土 地統計 調査 により ます と、

戸建 て住 宅のほ かア パ ートな どの 賃貸 用住宅 の空 き家や 売却 用住

宅、 別荘 などを 含め た 空き家 の数 は２ ０１３ 年、 平成２ ５年 でご

ざい ます が、１ 万５ ９ ０戸、 ２０ １８ 年、平 成３ ０年で ござ いま

すが 、１ 万 1,７ ７ ０ 戸 、 ２ ０ ２ ３ 年 、 令 和 ５ 年 で ござい ます が、

１万 2,０ ８ ０ 戸 で ご ざ い ま す 。 こ の う ち 賃 貸 用、 売却用 及び 別荘

など を除 いた、 いわ ゆ る一般 的な 空き 家の数 は、 ２０１ ３年 4,７

０ ０ 戸 、 ２ ０ １ ８ 年 4,７ ６ ０ 戸 、 ２ ０ ２ ３ 年 5,７ ２ ０ 戸 で ご ざ い

まして、増加傾向にございます。



市 が独 自に令 和４ 年 から６ 年度 にか けて実 施い たしま した 空き

家実 態調 査では 、市 内 に 4,２ ８ ９ 戸 の 空 き 家 を 確 認 し て お る と こ

ろでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 空き 家 の状況 を伺 いま した。 ２０ ２３年 度 5,７ ２

０ 戸 、 そ う い う 中 で 、 い わ ゆ る 空 き家 って 4,２ ０ ０ 強 の 空 き 家 が

あ る と い う 状 況 下 で ご ざいま すが 、そ こで、 今の この空 き家 の除

却の 補助 制度に つい て 各市町 村が 対応 しとる わけ でもご ざい ます

が、その現状について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空き家 のう ち特 定空家 の除 却補助 制度 につ

きま して は、各 市町 で 補助率 や上 限額 などが 異な るもの の、 日吉

津村 と日 野町を 除く 全 ての市 町で 整備 されて おる ところ でご ざい

ます 。特 定空家 以外 の 空き家 の除 却補 助制度 につ きまし ては 、本

市に おき まして は、 今 年度か ら準 防火 地域を 対象 といた しま した

老朽 木造 空き家 の除 却 補助制 度を 整備 してい るほ か、境 港市 、若

桜町 、湯 梨浜町 、琴 浦 町、大 山町 、伯 耆町、 日南 町及び 江府 町に

おい て、 それぞ れの 条 件の下 、整 備さ れてい る状 況でご ざい ます。

以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の補 助 制度に つい ては また触 れま すけれ ども 、空

き家 につ いては 特定 空 家で、 特定 空家 になる 前の 空き家 とい うふ

うに 分類 されて おる と いうふ うに 理解 してお るん ですけ ども 、そ

こで いろ いろと 補助 整 備はさ れて おら れます が、 そこで 、本 市に

おけ る特 定空家 と特 定 空家に なる 前の 空き家 の件 数、こ の辺 の状



況について改めて伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空き家 の実 態調 査では 、空 き家 4,２ ８ ９ 戸

の う ち 、 特 定 空 家 を 含 む ４ ２ ９戸 の管 理が不 十分 でござ いま して、

何ら かの 修繕や 除却 が 必要だ と確 認し ておる とこ ろでご ざい ます。

空き 家の 数は流 動的 で あるた め、 単純 な計算 では できま せん が、

令和 ７年 ８月３ １日 現 在の特 定空 家の 数が６ ３件 である こと から、

特定 空家 になる 前の 管 理が不 十分 な空 き家の 数は 約３７ ０戸 程度

あると推定しておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 特 定空 家 と、今 、特 定空 家にな る前 の件数 伺っ たん

です が、 件数の 中で は 4,２ ８ ９ 戸 あ る と い う 中 で 、 そ こ の 中 で 今

の十 分な 管理が 行き 届 いてい ない のが ３７０ 戸ぐ らいあ りま すよ

とい う内 容であ った と 思いま すが 、そ こで、 空き 家全体 が約 4,２

７ ９ 戸 あ る わ け で す け れ ど も 、 年 間に おける 空き 家の除 却件 数、

今の実態を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空き家 の除 却件 数につ いて は把握 をし てい

ない とこ ろでご ざい ま すが、 空き 家か どうか は不 明でご ざい ます

が、 令和 ６年度 に市 に 建築物 除却 届の あった もの のうち 住宅 の戸

数は１９４戸でございました。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うし た 中で、 やは り本 市には 4,２ ７ ９ 戸 と い う よ

う な 、 そ う い う 空 き 家 件数が ある わけ ですけ ども 、除却 件数 がな

かな か進 んでお らな い のが私 は実 態で はなか ろう かとい うふ うに



理解 して おりま すけ れ ども、 その 除却 件数に 係る スピー ド感 を私

はも っと 上げて いく 必 要があ るの では ないか とい うふう に理 解し

てお りま すけど 、そ の 辺のと この 見解 はどの よう に考え てお られ

ますか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 除却に 関す るス ピード 感に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 管理 が 不十分 な空 き家 の状況 から 、必要 に応 じた

修繕 、ま たは除 却が 課 題であ ると 考え ておる とこ ろでご ざい ます。

以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 除 却の補 助制 度に ついて 伺い ました 。本 市に

つい ては 特定空 家は 上 限１２ ０万 円の 補助制 度を 確立さ れて おら

れる とい うこと でご ざ います が、 しか しなが ら他 市町村 につ いて

は、 特定 空家に なる 前 の空き 家に つい ても補 助制 度を確 立し てお

られ る。 他市、 今の 隣 の境港 市さ んに ついて は６ ０万円 、こ れ５

か年 計画 でした か、 補 助制度 を確 立し ておら れる わけで すけ ども、

そう いう ふうな 中身 が いろい ろあ るわ けです けれ ども、 空き 家の

除却 につ いては 、先 ほ ど来か ら申 し上 げます よう に、や はり 住民

サー ビス の、い わゆ る 住民の 安心 ・安 全の観 点か らいけ ば、 除却

のス ピー ドアッ プを 私 はもっ と図 って いくべ きで あろう とい うふ

うに 理解 してお りま す けども 、そ の辺 の当局 の考 え方を 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 先ほど 議員 がお っしゃ られ ました 境港 市で

は、 空き 家にな って か ら１年 以上 経過 した住 宅に ついて 令和 ３年



度か ら令 和７年 度の ５ か年限 定で 除却 補助制 度が 設けら れて おる

とこ ろで ござい ます 。 境港市 のよ うに 状態を 問わ ず、全 ての 空き

家を 対象 とする 方法 も ござい ます が、 本市に おき まして は、 状態

の悪 い空 き家か ら優 先 的に除 却を 進め ていき たい と考え てお ると

ころでございます。

そ こで 、先ほ ども 申 しまし た、 今年 度から 特定 空家に なる 前の

空き 家の うち、 準防 火 地域で 倒壊 の危 険性が ある 老朽木 造空 き家

につ いて 除却補 助制 度 を導入 して おる ところ でご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 準 防火 地 域の補 助制 度を 、約４ ０万 円でし たか 、上

限を 、設 けてお られ る という 中身 は私 は理解 する んです けれ ども、

しか しな がら、 この 準 防火地 域と いう のは中 心市 街地が 目的 のよ

うな 感じ が受け 取ら れ ます。 また 、今 の郊外 には その辺 のと こが

対応 でき ないと いう ふ うに私 は理 解し ておる んで すけれ ども 、や

はり そう いうふ うな 中 心市街 地の 一戸 建て、 郊外 の一戸 建て 、こ

れを 同じ 、私は 押し な べてい けば 同一 、いわ ゆる 今の空 き家 であ

ろう とい うふう に理 解 してお りま す。 ただ、 準防 火地区 とい えば

密集 地で あるか ら、 そ ういう ふう な対 応をさ れた という ふう に理

解す るん ですけ れど も 、市民 目線 から いけば 、や はり同 一の 一つ

の空 き家 、郊外 の空 き 家、準 防火 地域 の空き 家で も空き 家に は変

わり はな いだな いか い うよう な御 意見 もいた だく わけで すが 、そ

の辺のところはどういうふうに判断しとられますか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員言 わ れると おり 、空 き家と いう 観点か らい けば、



中心 市街 地も郊 外も な いとい うの は、 そのと おり だと思 いま す。

この たび 準防火 地域 に 限って 老朽 木造 空き家 の除 却制度 、補 助金

の制 度を 設けま した の は、や はり 火災 予防と いい ましょ うか 、火

災の 類焼 予防、 延焼 予 防とい うも のが 主眼の もの だとい うふ うに

私も 認識 した上 で、 こ のよう な制 度を 設けさ せて いただ いた とい

うと こで ござい ます 。 昨年の １２ 月に 中心市 街地 で火災 がご ざい

まし て、 最初の １棟 か ら、結 果的 に６ 棟です ね、 類焼し たと いう

こと がご ざいま した 。 こうし た中 でも やはり 中心 市街地 には 木造

の古 い家 が並ん でる エ リアが 比較 的多 うござ いま して、 必要 なこ

のた びの 補助制 度で は なかっ たか なと いうふ うに 思って おり ます

ので 、そ のよう な理 解 をして いた だけ れば助 かる とこで ござ いま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 市 長の そ ういう 考え 方を 私はよ く理 解はす るん です

けど も、 やはり 市民 目 線から いけ ば、 先ほど 申し ました よう に、

同じ よう な空き 家で あ って、 そう いう 補助が 受け られな いと いう

のは いか がなも のか な という よう な御 意見も いた だきま す。 ただ、

市長 から 今答弁 あり ま したよ うに 、密 集地で ある からそ うい うふ

うな 対策 を講じ てき た という のも 一つ の考え 方で 、それ も理 解す

ると ころ ですけ れど も 、やは り市 民目 線から いけ ば、そ うい うふ

うな 同じ 空き家 でも 差 別をす ると いう のは私 は一 つ理解 でき にく

い部分もあります。

そ うし た中で 、や は り空き 家に つい ては周 辺環 境に及 ぼす 、私

は影 響は 大であ ると い うふう に思 いま す。住 民生 活の安 心・ 安全

の確 保の 観点か らい け ば、や はり 私は 空き家 はあ る程度 除却 をし



てい くの が一つ の考 え 方であ ろう とい うふう に理 解しと るわ けで

ござ いま すが、 今後 も 増加す るこ とが 想定さ れま す。先 ほど も答

弁が あり ました 、 4,３ ０ ０ 件 弱 の 空 き 家 だ っ た い う こ と であ りま

した けど も、や はり そ れをた だ端 的に 数字で 年に １００ 件除 却し

ても 、４ ０年間 はか か ってい くん だと いう、 ただ 数字的 に考 えて

いけ ば、 そうい うふ う な端的 な数 字の 表れ方 なん ですけ ども 、や

はり 私は 補助制 度を あ る程度 拡充 をさ れて、 今の 空き家 対策 を講

ずべ きで はない かと 思 います が、 市長 の見解 を伺 ってお きた いと

思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 空 き家 の 除却補 助制 度の 拡充に つい てでご ざい ます

が、 空き 家の実 態調 査 の結果 によ りま すと、 先ほ ど答弁 あっ たか

と思 いま すけど も、 4,２ ０ ０ 件 ほ ど で す け ど も 、 そ の う ち の 約９

割は 特に 目立っ た損 傷 が認め られ ず、 利活用 や流 通の可 能性 もあ

ると いう ふうに 考え ら れると ころ でも ござい ます 。逆に 言う と、

残り の１ 割につ きま し ては修 繕や 、あ るいは 除却 の必要 があ るい

うふ うな 状況で ござ い ますけ れど も、 空き家 の除 却が進 まな い原

因に は様 々理由 がご ざ います ので 、除 却を促 す方 法、補 助制 度に

限ら ず、 これは 考え て いかな けれ ばな らない とい うふう に考 えて

ござ いま す。こ れに つ いては 、他 の自 治体の 取組 を参考 にし まし

て、 空き 家の除 却の 促 進に取 り組 んで まいり たい と考え てお りま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 後考 え ていか なけ れば ならな いと いう答 弁で した。

再質 問い たしま すが 、 じゃあ 、私 の今 の考え 方、 補助制 度の 拡充



を図 って 、住民 の方 々 に空き 家の 除却 につい ての 促進化 を図 って

いく んだ という 私は 考 え方な んで すけ れども 、や はり除 却制 度を、

補助 制度 を拡充 する 前 に、違 った 方法 論もあ ると いうふ うな 見解

であ ろう と思い ます が 、その 辺の とこ 、市長 さん 、考え 方は お持

ちですか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 空 き家 を 所有者 の方 が放 置され る一 つの動 機と して、

固定 資産 税の住 宅用 地 特例と いう もの がござ いま して、 土地 の上

にそ の住 宅が建 って い る状態 であ ると 、土地 の固 定資産 税が 最大

６分 の１ 減額さ れる と いう制 度が ござ います 。こ れがあ るた めに、

むし ろ放 置した ほう が メリッ トが ある のでは ない かとい うよ うな

考え の下 、空き 家が 放 置され る傾 向と いうも のが あるの では ない

かというふうに考えております。

他 の自 治体に おき ま しては 、空 き家 を除去 、除 却した 場合 に、

固定 資産 税の住 宅用 地 特例の 解除 を猶 予する 、そ のよう な手 法を

取っ てい る事例 もご ざ います 。一 方で 、メリ ット ではな く、 空き

家を 放置 するこ とは デ メリッ トも ある という こと をより 出し てい

くた めに も、今 、国 の ほうで も制 度が 整って きて おりま して 、管

理が 不十 分な空 き家 に つきま して 、こ れを放 置し ている 場合 に、

市が 所有 者に対 して 必 要な措 置を 勧告 して、 その 勧告に 従わ ない

場合 には 固定資 産税 の 住宅用 地特 例を 解除す ると いうこ とが でき

ると いう ふうに なっ て おりま す。 また 、これ はあ くまで 基本 的に

は民 事で しょう けれ ど も、周 辺住 民な どに損 害を 与えた 場合 には

損害 賠償 を負う 可能 性 がある とい うこ と。こ うし たこと をし っか

りと 所有 者の方 にも 周 知をし た上 で、 早期の 除却 を促す よう にし



ていきたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 国 の事 例 、先進 市の 事例 を披瀝 して いただ いた んで

すが 、や はり私 は先 ほ ど来か ら申 し上 げます よう に、補 助制 度の

拡充 って いうの は今 一 番即効 薬な のか という ふう に私は 思っ てお

りま すけ ども、 啓発 事 業も大 変な ウエ ートを 占め ておる んだ ろう

というふうに思います。

そ うし た中で 、空 き 家の除 却に つい て、補 助制 度等々 につ いて

の啓 発が 薄いの では な いかと 私は 理解 してお りま すけど 、そ の辺

のと ころ はどの よう に 対応し てお られ ますか 、伺 ってお きた いと

思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 除却の 補助 制度 につき まし ては、 市の ホー

ムペ ージ や広報 よな ご ６月号 及び ８月 号の特 集に 記事を 掲載 して

おり ます ほか、 制度 開 始時に は新 聞、 テレビ など のメデ ィア を通

じ周 知を 図った とこ ろ でござ いま す。 空き家 の所 有者は 市外 や県

外に 居住 してい る例 が 多いこ とか ら、 今後、 準防 火地域 内の 空き

家所 有者 に対し まし て 案内を 郵送 する など、 周知 を図っ てい きた

いと 考え ておる とこ ろ でござ いま す。 また、 来年 度以降 は固 定資

産税 納税 通知書 に同 封 してお りま す空 き家・ 空き 地の啓 発チ ラシ

において周知を図っていきたいと存じます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 い ろい ろ と議論 をす るん ですけ ど、 なかな か補 助制

度を 拡充 してい くと い う前向 きな 答弁 がない んで すけど 、私 は、

こう いう ふうな 事案 を 皆さん 方に 披露 してい きた いと思 いま す。



昨年 でし たか、 住民 の 方から 、今 の通 学道路 に自 分の空 き家 の瓦

が落 ちて 迷惑を かけ て おりま す。 そう いうふ うな 観点か ら、 空き

家を 除却 したい と、 そ ういう ふう な意 向を持 たれ て相談 に来 られ

まし た。 なかな か財 源 的にも 厳し いで すし、 いい 方法は ござ いま

せん かと いう御 相談 だ ったで す。 特定 空家の 補助 制度は あり ます

ので 、１ ２０万 円上 限 でした けれ ども 、その ほう の補助 制度 があ

りま すか ら、そ れを 活 用され たら どう ですか とい うこと で御 案内

させ てい ただき まし た 。特定 空家 で対 応にな った ので１ ２０ 万円

の補 助を 受けら れて 、 その空 き家 を除 却され たと いうよ うな 事例

がございます。

そ の方 が言わ れま す に、な かな かそ ういう 情報 が私た ちに は届

きに くい 、分か らな か ったと 。ま して や、３ ５０ 万円ぐ らい かか

った んで すか、 その 方 が。１ ２０ 万円 の助成 があ ったと きに は本

当に 助か ったと 、う れ しかっ たと いう ふうに 涙ぐ んで訴 えら れて

おら れま したけ ど、 や はり私 がこ の問 題を取 り上 げまし たの は、

先般 もそ ういう ふう な 事例を 御相 談受 けまし た。 補助制 度が あっ

て、 活用 された らい い と思い ます よと いう、 背中 を押す よう な形

で御 案内 をさせ てい た だいた んで すけ れども 。や はりも っと 、境

港市 は今 の５か 年計 画 で６０ 万円 の補 助を適 用、 対応し てき たと。

境港 市に できて 本市 に できな いこ とは ないと いう ような 考え 方を

私は 持っ ておる んで す 。特定 空家 の上 限の１ ２０ 万円補 助制 度、

準防 火地 域の４ ０万 円 の補助 制度 につ いては 私は 理解し ます けれ

ども 、空 き家に つい て の、他 市に でき て本市 にで きない とい うよ

うな 考え 方が、 まず も って理 解で きな い部分 があ ります 。聞 き取

りの 場合 でもそ うい う ふうに 議論 をし たんで すけ ど、や はり 前向



きに 、こ の問題 につ い ては十 分に 議論 してい ただ いて検 討し てい

ただ きま すよう に、 強 く要望 して おき たいと いう ふうに 思い ます。

この問題については以上で終わりたいと思います。

次に、日野橋について伺ってみたいと思います。

こ の問 題につ いて も ６月に 質問 させ ていた だい たんで すが 、日

野橋 につ いては 、全 長 ３６ 5.８ メ ー ト ル 、 幅 員 が 5.８ メ ー ト ル で、

昭 和 ４ 年 ５ 月 に 竣 工 し て ６年 から 供用 開始を して おると いう こと

でご ざい ますが 、約 ９ ５年が 経過 をし ており ます 。そう した 中で、

やは り９ ５年が 経過 し た中で ラン ニン グ経費 はど のよう な状 況な

のか、まず伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ランニ ング 経費 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。平 成１２ 年の 鳥 取県西 部地 震以 降でお 答え をさせ てい ただ

きま す。 地震に よる 被 災を受 け、 平成 １５年 から １８年 に大 規模

修繕 及び 補強工 事を 事 業費約 4.５ 億 円 で 実 施 い た し ま し た 。 次 に、

定期 点検 を、平 成２ ８ 年に約 1,１ ０ ０ 万 円 、 令 和 ３ 年 に 約 1,７ ０

０ 万 円 か け て 実 施 し て お る と こ ろ でご ざいま す。 さらに 、令 和６

年に 修繕 工事に 向け た 調査設 計業 務を 約 3,１ ０ ０ 万 円 で 実 施 い た

しました。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ラ ンニ ン グ経費 伺っ たん ですけ ど、 このた びの ＰＣ

Ｂの 除去 工事に 約１ 3.５ 億 円 、 予 算 措 置 さ れ て お ら れ る わ け です

けれ ども 、この 修繕 が 終われ ば、 この 日野橋 の延 命化が 私は 図れ

るの でな かろう かと い うふう に思 いま すが、 向こ う２０ 年か どう

か知 りま せんけ ど、 ど のよう な対 応を 考えて おら れます か伺 って



おきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今回実 施い たし ます塗 装の 耐用年 数で ござ

いま すが 、約２ ０年 間 という こと で見 込んで おり まして 、小 規模

な修 繕が 必要に なる こ とも考 えら れる ところ でご ざいま すが 、想

定外 の洪 水等の 特別 な 外的な 要因 がな い限り 、こ の期間 中は 使用

ができると考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ６ 月議 会 にも質 問し まし たけど も、 下部工 もし っか

りし てお ると。 今回 の 上部工 の修 繕に よって ２０ 年間ぐ らい 供用

でき るの でない かと い うふう にお 話し ですけ ども 、市長 、２ ０年

間は供用できるということで理解してよろしいでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 技 術的 な 見地か らの 考え 方は、 先ほ ど伊達 部長 から

答弁 があ ったと おり で ござい ます 。と にかく 築１ ００年 にも 及ぶ

よう なこ の橋で ござ い ますの で、 私の ような 素人 からす ると 、技

術的 にあ と２０ 年大 丈 夫だと 言わ れて も、何 かど っか心 配な こと

があ りゃ せんか なと い うのは 、ち ょっ と心配 なと ころも なく はご

ざい ませ ん。し たが い まして 、５ 年ご とに実 施を いたし ます 定期

点検 で適 切に状 況は 把 握して まい りま す。そ のよ うなこ とを して

いけ ば、 先ほど 部長 か らも答 弁が あり ました よう に、２ ０年 間の

使用 とい うもの は可 能 であろ うと いう ふうに 考え ますし 、現 在、

歩行 者と 二輪車 だけ の 通行形 態に して おりま すの で、そ のこ とも

踏ま えれ ば、約 ２０ 年 の使用 は可 能で あると いう ふうに 考え てお

ります。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 日 野橋 の ２０年 間、 今後 供用で きる という 理解 の考

え方 でご ざいま した 。 そうし た中 で、 今回の ＰＣ Ｂの除 去に 伴う

修繕 も行 ってい って 、 これか ら２ ０年 間のス パン で今の 修繕 料を

シミ ュレ ーショ ンし て いく必 要が ある のでは ない かなと いう ふう

に思 いま すが、 その 辺 のとこ は、 当局 はどの よう に判断 して おら

れま すで しょう か、 そ の辺の とこ ろを 伺って おき たいと 思い ます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 橋脚等 の下 部工 につい ては 健全で ある とい

うこ とは 確認は して お るとこ ろで すが 、今回 のシ ミュレ ーシ ョン

はト ラス 部など の上 部 工のみ を対 象に したも のに なりま すが 、今

回実 施い たしま す塗 装 の耐用 年数 を約 ２０年 と見 込んで おり まし

て、 今後 は２０ 年ご と の塗り 替え に加 え、老 朽化 に伴い 必要 とな

る部 材等 の修繕 が必 要 になる もの と考 えてお ると ころで ござ いま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ２ ０年 間 のスパ ンで 塗装 修繕等 がこ れから は見 込ま

れる とい う見解 でし た けれど も、 そこ で、２ ０年 ごとに 約１ 4.４

億 円 、 今 の ペ ー ス で い け ば 投 じ て いか なけれ ばな らない とい う理

解で ある という ふう に 思いま すけ れど も、そ うし た中で 、こ の日

野橋 にこ れだけ の巨 費 、２０ 年間 で延 べでい けば 年間に 7,０ ０ ０

万 円 の 負 担 を 講 じ て い か な け れば なら ないと いう ことな んで すけ

れど も、 その辺 のと こ ろで当 局は どの ように 判断 してお られ ます

か、そこを伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。



○伊 達都 市整備 部長 本市で は米 子市 橋りょ う長 寿命化 修繕 計画

を策 定して おりまし て、 市内の 橋梁全体 の維持 管理 費を年間 約 2.

２ 億 円 と 見 込 ん で お る と こ ろ で ご ざ い ます。 仮に 日野橋 の修 繕に

約１ 4.４ 億 円 を 要 す る 場 合 、 先 ほ ど 議 員 お っ しゃ られま した 年平

均で 約 7,０ ０ ０ 万 円 の 財 政 負 担 と な り 、 橋 梁 の維 持管理 費と して

は大 きな 額、そ の割 合 という こと で考 えてお ると ころで ござ いま

す。 現時 点にお きま し ては、 日野 橋の 在り方 検討 委員会 から 正式

な提 言を まだ受 けて お らない 状態 では ござい ます が、今 後、 委員

会か らの 提言を 受け 、 判断を して いき たいと 考え ておる とこ ろで

ございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の答 弁 の中で 、橋 梁に 関する 維持 管理経 費と いう

のは 年に 2.２ 億 円 だ と 。 そ の う ち の 日 野 橋 に 係 る 経費が 7,０ ０ ０

万 円 と い う こ と な ん で 、 約 ３ ５％ を占 めてい くん ではな いか なと。

大き な財 源を要 して い くんだ とい うふ うに理 解し ておる んで すけ

れど も、 そうし た中 で 、先般 、私 、議 員研修 で、 今のイ ンフ ラに

関す る研 修を受 けて ま いりま した 。そ うした 中で 、やは り今 のこ

の橋 につ いては 管理 者 がいな い橋 、も う一つ が、 費用対 効果 の少

ない 橋が 散見さ れる と いう説 明で あり ました 。そ うした 中で 、や

はり 今の 十分に 当局 が 実証を され て、 廃橋す べき ものは 廃橋 して

いか なけ れば、 これ か らは大 変で すよ という よう な見解 、講 師の

方で すよ 、そう いう 見 解であ った とい うふう に理 解して おり ます

けど も。 そうし た中 で 、これ から 今の 人口減 少化 並びに 生産 年齢

の減 少化 から、 財源 も 乏しく なっ てく ると。 地方 財政の 財源 も大

変厳 しく なって くる よ うな状 況下 の中 で、ラ ンニ ング経 費の かか



るも のは ある程 度絞 っ て削減 をし てい くんだ とい うふう な、 講師

の先 生の 方だっ たん で すが、 そう いう ふうな 考え 方を当 局は どの

よう に持 ち合わ せて お られま すか 、見 解を伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 人口 減少 や財政 状況 の変化 を踏 まえ、

公共 イン フラの 必要 性 につき まし ては 、維持 管理 に係る コス トも

含め て、 これま で以 上 に慎重 な検 討が 必要で ある と認識 して おる

とこ ろで ござい ます 。 橋梁に つき まし ては、 老朽 化によ りそ の維

持管 理費 や更新 には 多 大な費 用を 要す ること から 、国に おい ても

機能 の集 約や撤 去、 統 廃合を 図る こと の方針 が示 されて おる とこ

ろで ござ います 。本 市 におき まし ても 、こう した 国の方 針や 地域

の実 情を 踏まえ 、周 辺 の交通 の状 況や 必要性 を検 証し、 将来 を見

据え て計 画的に 対応 し たいと 考え てお るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 国 の方 針 等もい ろい ろと 出てき てお るわけ です ので、

やは りそ ういう ふう な ことを 踏ま えて 、今後 、多 角的に 検討 を要

する ので はない かな と いうふ うに 私は 理解し てお ります けれ ども。

そう した 中で、 この た びの工 事に おい て約２ ０年 間を供 して いく

とい うこ となん です が 、２０ 年間 のス パンで いけ ば、こ のた び当

局の ほう が設置 され ま した日 野橋 の在 り方検 討会 、これ を１ ５年

間を 目安 として 、あ る 程度、 ２０ 年後 の前の やは り１５ 年を 目安

とし て在 り方検 討会 を 設置し て、 多角 的に議 論、 検討す べき とい

うふ うに 私は理 解し て おりま すが 、市 長さん はそ の辺は どの よう



にお考えですか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 現 時点 に おきま して は、 その在 り方 検討会 のほ うか

らま だ正 式な御 提言 を 受け取 って いな い状況 でご ざいま すし 、ま

た一 つの 建前と いた し まして は、 議員 の御質 問に つきま して は、

それ はも う時の 市政 が 考える こと であ るとい うふ うには 思う わけ

でご ざい ますが 、た だ 、一つ の目 安と いいま しょ うか、 考え 方を

この 時点 で申し 上げ て おきま すと 、次 の大改 修の 前の適 切な 時期

には 、や はりそ の在 り 方を検 討す る必 要はあ るの ではな いか なと

いう ふう に思っ てご ざ います 。そ うい う意味 で考 えます と、 今後

は５ 年ご とに定 期点 検 がある わけ でご ざいま すけ ども、 その 定期

点検 の状 況を見 なが ら 、その 次の 大改 修の前 の適 切な時 期、 遅く

とも １５ 年後で はな い かなと は思 いま すが、 こう した時 期を 目安

とし て今 回と同 様の 検 討会を 設置 して 、地域 の皆 様の御 意見 や、

ある いは 専門的 な見 地 からの 意見 を踏 まえて 、橋 の存廃 につ いて

考えていくことは必要ではないかなというふうに思います。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 な かな か 答弁し にく いこ とを答 弁し ていた だき まし

たけ ども 、やは り私 は 、先ほ ども 言い ました よう に１５ 年を 目安

にし て、 再度こ うい う ふうな 在り 方検 討会で いろ んな見 地か ら検

討をすべきというふうに思っておるところでございます。

ち ょっ と質問 の視 点 を変え ます けど も、６ 月議 会でも しま した

けれ ども 、やは り本 市 は鳥取 市に 比し て橋が 少な い。や はり そう

いう ふう な、朝 の渋 滞 も相当 見ら れま す。そ うい うふう な構 造的

な観 点か らいけ ば、 や はり橋 の架 け替 えを私 は積 極的に 国・ 県な



りに アプ ローチ をし て いくの が伊 木市 長の使 命だ という ふう に思

いますが、市長さんの考え方を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、本 市にお きま しては 、例 えば

鳥取 市の 千代川 に比 べ ますと 橋の 本数 が少な いと いうこ とは 御指

摘の とお りでご ざい ま すし、 その こと もある とは 思いま すが 、日

野川 の両 岸の周 辺道 路 、特に 日野 橋付 近の車 尾、 観音寺 辺り 、日

野川 の左 岸です ね、 あ の辺り の渋 滞と いうの は、 特に朝 方で しょ

うか 、非 常に長 い渋 滞 が発生 して いた りする もの でござ いま すの

で、 その 打開策 とい う ものは 何ら かの 形で必 要だ という ふう に考

えて ござ います 。そ う したこ とを 踏ま えまし て、 橋梁を 含む 交通

ネッ トワ ークの 整備 に つきま して は、 国や県 など に働き かけ なが

ら、 これ は考え てい か なけれ ばな らな い問題 だと いうふ うに 思い

ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 日 野橋 に ついて 、６ 月議 会なり 今期 定例会 にも いろ

いろ と議 論させ てい た だきま した けど 、本当 に難 しい問 題だ と思

いま す。 有形文 化財 の 観点並 びに 歩行 者の利 便性 の確保 、も う一

つが 、先 ほど来 から 議 論して おり ます ように 今の ランニ ング 経費

の増 大と いうよ うな 、 ３つの 大き な要 素が私 は含 まれて おる んで

はな いか なとい うふ う に理解 して おり ます。 そう いうふ うな 中で、

今の １５ 年後に は新 た に在り 方検 討会 を設置 して 検討し てい くん

だと いう ような 前向 き の答弁 もい ただ きまし たけ ども、 やは りそ

うい うふ うな観 点を 踏 まえな がら 、今 後の日 野橋 の在り 方に つい

て十 分に 多角的 に議 論 をして いた だき たいと いう ふうに 、こ れは



強く 要望 してお きた い という ふう に思 います 。こ の問題 につ いて

は以上で終わりたいと思います。

次 に、 道の駅 につ い て質問 して まい りたい とい うふう に思 いま

す。

道 の駅 につい てで ご ざいま すが 、鳥 取県内 にお ける道 の駅 の整

備状況について、まず伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 県内の 道の 駅の 整備状 況に ついて とい うこ

とで ござ います 。鳥 取 県内の 道の 駅は １７施 設ご ざいま す。 以上

です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 １ ７施 設 でござ いま して 、先般 、今 の供用 開始 され

まし た北 条の道 の駅 に ついて 、ど のよ うな状 況な のか伺 って おき

たいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 道の駅 ほう じょ うは、 地域 に愛さ れ、 北条

砂丘 の魅 力に満 ちた 交 流拠点 とい うこ とをコ ンセ プトに 、北 条砂

丘か ら北 栄町を 元気 に するこ とを 目的 に、令 和５ 年度か ら令 和６

年度 末の ２年間 で整 備 された もの でご ざいま す。 総事業 費は 約２

９億 円で 、国と 北栄 町 で費用 を負 担し 、合併 特例 債や農 山漁 村振

興交 付金 などを 活用 し て事業 を行 った と伺っ てお るとこ ろで ござ

いま す。 総敷地 面積 は 約１０ 万 6,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル で 、 山 陰 自

動 車 道北 条道路 を挟 ん で南エ リア 、北 エリア に分 かれて おり まし

て、 駅舎 があり ます 南 エリア は約 １万 8,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 、 オ

ー ト キ ャ ン プ 場 など が ある北 エリ アは 約８万 8,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト



ルと なっ ておる とこ ろ でござ いま す。 駅舎の 延べ 床面積 は約 1,６

６ ０ 平 方 メ ー ト ル で 、 情 報 提 供 施 設、 物販施 設、 飲食施 設、 屋内

のキ ッズ コーナ ーや 中 庭、芝 生広 場な どのほ か、 附属棟 とし て防

災倉庫も整備されておる状況でございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 あ りが と うござ いま した 。先般 、家 族で、 家内 とで

すけ ども 、道の 駅ほ う じょう を訪 れて みまし た。 大盛況 でご ざい

まし た。 そうし た中 で 、やは り本 市に も、ぜ ひと もこう いう よう

な道 の駅 ができ たら い いのに なあ と家 内と話 をし ておっ たと ころ

でご ざい ますけ ども 。 米子－ 境港 間の 高速道 路、 これは 大歓 迎な

んで すけ ども、 やは り 、ずっ と申 し上 げてお りま すよう に、 この

高速 道路 が整備 され た 場合に は素 通り 感が否 めな いでは ない かな

とい うふ うに私 は理 解 してお るん です けれど も、 そうし た中 で、

ほう じょう のように １０ 万で、 これオー トキャ ンプ 場が約８ 万 8,

０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル あ る の で 大 き な 施 設なん です けれど も、 そう

いう ふう なこと を考 え れば、 やは り私 は、ザ ・米 子とい うよ うな

道の 駅を 整備し たら い いじゃ ない かと 。何遍 も申 し上げ てま すけ

ど、その辺のところいかがでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子－ 境港 間の 高規格 道路 を利用 して 観光

など で訪 れられ た方 が 本市を 素通 りし ないよ うな 施策は 、重 要で

ある とい うこと で考 え ておる とこ ろで ござい ます 。その 手段 とし

て、 道の 駅は施 策の 一 つであ ると いう ことで 考え ますが 、本 市と

いた しま しては 、本 市 内で観 光な どを してい ただ くこと が重 要だ

と考 えて おると ころ で ござい ます 。今 後、米 子－ 境港間 の高 規格



道路 が具 体的に 計画 が 示され た際 には 、新た な道 路ネッ トワ ーク

によ る人 流や物 流の 変 化を想 定し なが ら、イ ンタ ーチェ ンジ 周辺

の土 地利 用をは じめ と する、 本市 を素 通りさ れな いため の地 域振

興策 を検 討する 必要 が あると 考え てお るとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 般、 会 派で今 の前 橋市 の道の 駅を 視察さ せて いた

だき まし た。大 きな も のでし て、 ４つ のゾー ンに 分かれ てお りま

して 、約 ６０億 円の 投 資をし たよ うに 伺って おり ました 。中 には、

国土 交通 省と同 一し た 計画を しな がら そうい うふ うな巨 費を 投じ

たと 。こ の中で 、国 庫 補助金 は国 交省 の補助 金等 を、多 彩な メニ

ュー を活 用した とい う ふうに 私は 伺っ たんで すけ れども 、そ うし

た中 で、 道の駅 を整 備 するに 当た って はどの よう な国庫 の補 助メ

ニュ ーが 該当す るの か 、その 辺の とこ ろを探 求さ れてお られ ます

か伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 道の駅 を整 備す る際の 補助 メニュ ー等 のこ

とで すけ ども、 道の 駅 の整備 のた めの 支援メ ニュ ーは、 国土 交通

省を はじ め各省 庁で 用 意され てお るこ とは承 知し ておる とこ ろで

ござ いま す。国 土交 通 省の社 会資 本整 備総合 交付 金や総 務省 の地

域活 性化 事業債 など が ござい ます 。本 市が事 業を 実施す る際 は、

全て の事 業につ いて 同 じでは ござ いま すが、 その 事業計 画な どに

基づ き、 本市が 活用 可 能な支 援メ ニュ ーを最 大限 利用し て実 施す

ることになると考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。



○戸 田議 員 道 の駅 ほ うじょ うの 財源 内訳に つい て、一 般財 源を

ほと んど 使わな かっ た という ふう に私 、仄聞 して るんで すけ ども、

その 辺の ところ 調査 し ておら れま すか 。その 辺の ところ を伺 って

おきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 道の駅 ほう じょ うの財 源で ござい ます 。道

の駅 ほう じょう につ き まして は、 国と 北栄町 で整 備され て、 先ほ

ど申 し上 げまし た総 事 業費約 ２９ 億円 と伺っ てお り、そ のう ち北

栄町 の事 業費は 約１ ７ 億円と 伺っ てお るとこ ろで ござい ます 。財

源に つき まして は、 合 併特例 債や 緊急 防災・ 減災 事業債 、農 山漁

村振 興交 付金な どの ほ か、国 土交 通省 の負担 金な どを利 用さ れた

と伺 って おり、 議員 お っしゃ ると おり 、一般 財源 は利用 して ない

と伺っておるところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 い ろい ろ と補助 メニ ュー あるん です けども 、一 般財

源を 使っ てない と。 私 、びっ くり しま した。 それ だけ工 夫を され

たの かな という ふう に 理解を して おる んです けど も。そ うし た中

で、 米子 と境港 の高 速 道路が 整備 され た場合 、先 ほど申 し上 げま

した よう に本市 が素 通 り感が 否め ない ではな いか なとい うふ うに

私は 思う わけで すけ ど も、そ こで 道の 駅を整 備し て、先 ほど 答弁

があ りま したよ うに 、 本市の 観光 施設 を歩い てい ただく んだ とい

うよ うな 一つの 考え 方 であろ うと いう ふうに 思い ますが 、や はり

今の 米子 駅前と か彫 刻 ロード 、米 子城 山、湊 山公 園、水 鳥公 園と、

観光 名所 いろい ろあ る わけで すけ れど も、そ うい うふう なと ころ

を歩 いて いただ くの も 一つの 考え 方。 また、 皆生 温泉に 誘導 して



いく んだ という のが 一 つの私 は使 命で あろう とい うふう に思 うわ

けで すが 、そう いう 考 え方の 中で 、私 は、こ の道 の駅を やっ ぱり

精力 的に もっと 活用 す べく整 備を して いく必 要が あるの では ない

かなというふうに思いますが、市長さん、いかがですか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 観 光と い う観点 でい けば 、現在 、米 子市で は皆 生温

泉の 海岸 の遊歩 道の 整 備です とか 、あ るいは 米子 城跡の 三の 丸広

場の 整備 などを 進め て 、観光 客の 受入 れ環境 の向 上に取 り組 んで

いる とこ ろでご ざい ま すし、 また 、あ わせま して 、本市 の観 光資

源の 情報 発信、 これ を 行いま して 、観 光客の 誘客 ですと か、 ある

いは 誘導 を促進 して 、 特に皆 生温 泉や 、ある いは 駅周辺 の宿 泊に

つなげるような取組を行っているところでございます。

道 の駅 につき まし て は、い ろい ろ他 の道の 駅見 渡しま すと 、地

域産 品で すとか 土産 物 の販売 など によ りまし て観 光誘客 に一 定の

効果 があ る、そ のよ う に認識 をし てい るとこ でご ざいま す。 米子

－境 港間 の高規 格道 路 の事業 化に 向け まして 、今 後の進 展に 合わ

せて 新た な道路 ネッ ト ワーク によ るま ちづく りを 考えて いく 中で、

振興 策の 一つと して 検 討して いく こと となる もの と考え てお りま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の高 速 道路の 整備 に並 行して 、地 域振興 策を 整備

して いく んだと いう ふ うな御 答弁 でな かった かと いうふ うに 私は

理解 しま すけど も、 そ うした 中で 、や はり具 現化 はいつ 頃図 られ

てい くの かなと いう の が一つ の考 え方 なんで すが 、その 辺の とこ

ろはどのように考えておられますか。



○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 具 体的 に は、米 子－ 境港 間の高 規格 道路の 計画 が示

され るこ とと並 行し ま して、 この 道の 駅も地 域振 興策の 一つ とし

て検討していくものになると考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 並 行し て という こと でご ざいま すが 、それ で、 道の

駅に つい ては、 先ほ ど も申し まし たよ うにほ うじ ょうの 道の 駅を

見さ せて いただ きま し たが、 第一 次産 業にも 相当 注力し てお られ

るよ うな 感じが 受け 止 められ まし た。 農産物 、地 産物も 販売 され

て即 売を してる よう な 状況下 のよ うに うかが った わけで すけ れど

も、 そう いうふ うな 考 え方で 、や はり 、道の 駅は ザ・米 子と いう

ふう な、 私が独 り合 点 で言っ とる んで すけど も、 ザ・米 子と いう

よう な道 の駅を 私は 整 備すべ きで ない かと思 いま すが、 改め て市

長さんの見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 道 の駅 の 効果と いう とこ ろをい かに 狙って いく のか

とい う観 点であ ると い うふう に認 識を してお りま す。全 国の 道の

駅の 状況 をいろ いろ と 見てお りま すと 、道の 駅の 集客状 況に よっ

ては 、町 なかへ の人 々 の流入 につ きま して影 響が あると いう こと

もあ るも のと伺 って い るとこ でご ざい ます。 した がいま して 、既

存の 民業 圧迫に なら な い配慮 とい うも のは一 定必 要であ ると いう

ふう に考 えてお りま す が、一 方で 、議 員が言 われ ますよ うに 、地

元の 農産 物や地 産地 消 ですと か、 ある いは第 一次 産業の 活性 化に

つき まし ては、 これ は 本市と して も重 要な取 組で あると 認識 をし

てお りま す。し たが い まして 、今 後、 インタ ーチ ェンジ 周辺 の地



域振 興策 を考え てい く 中で、 本市 なり の振興 策を 検討し てい くこ

とが必要であると、そのように考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 最 後に 要 望にし ます けれ ども、 やは り先般 も、 テレ

ビで 道の 駅の重 要性 と いうの をク ロー ズアッ プし ておら れま した。

その 観点 といい ます の が、防 災拠 点の 併設を して いくん だと いう

よう な形 で、防 災拠 点 がこれ から 求め られて いく 。米子 アリ ーナ

につ いて も、今 般も 防 災倉庫 を設 置さ れると いう ふうに 伺っ てお

るん です けれど も、 道 の駅を どん どん 整備し て防 災拠点 とし て併

設を して いくん だと 、 それで 住民 の方 々の安 心・ 安全を 提供 して

いく んだ という よう な 状況は 創出 して いかな けれ ばなら ない とい

うふ うな 説明は あっ た んです けど も、 私は、 そう いうふ うな 観点

から いけ ば、道 の駅 も 、今の ほう じょ うにし ても 、どこ の道 の駅

に行 かせ ていた だい て も、や はり 防災 の施設 を併 設して ると いう

のが 実態 であっ たと い うふう に伺 って おりま す。 前橋に つい ても

相当 すば らしい 防災 拠 点とし て利 活用 してお られ るとい うの を説

明を伺ったわけですけども。

元 に戻 ります けれ ど も、私 は、 道の 駅、や はり 皆さん も期 待し

てお られ ますし 、市 民 の方々 も相 当御 意見も いた だきま す。 いつ

でき るん だろう かな と いうふ うな 期待 感も伺 うわ けです けど も、

今の 米子 －境港 間と 並 行して 地域 振興 策とし て具 現化を 図っ てい

くと いう 市長さ んの 答 弁でし たけ ども 、でき るだ け早く その 具現

化に つい て事務 着手 を してい ただ くよ うに、 私は 強く要 望し て、

以上で質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。


